
約1A

1.2μs

一般整流用ダイオード
500mA/div

ファスト・リカバリ・
ダイオード（FRD）
100mA/div

ショットキー・バリア・
ダイオード（SBD）
100mA/div

0A

0A

0A

1μs以上経過しても逆
電流は流れ続けている

逆バイアス開始後に大きな
逆電流が流れ，約200ns後
に1Aまで達している

逆バイアス開始から約100ns後に逆
電流は流れなくなっている．逆電流
が流れる時間が短いので，電流の大
きさも70mA程度に抑えられている

   （逆回復時間）が存在しない
ので，逆電流は流れていない

逆バイアス開始点

trr図1　整流用ダイオードの逆回復時間trrの比較
逆バイアスが加わって電流が遮断されるまでの時間．
短いほど損失が少ない
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3－1：スイッチング電源に使える
二つの高速整流ダイオード

DC－DCコンバータの整流用ダイオードは，耐圧と
定格電流さえ合っていれば，どのダイオードを使っ
てもよいのでしょうか？

　DC－DCコンバータなどのスイッチング電源では，
一般用途に用いられる一般整流用ダイオードは使用で
きません．次に示す2種類の高速整流ダイオードを使
用します．

● ファスト・リカバリ・ダイオード（高速整流用ダ
イオード）

●ショットキー・バリア・ダイオード

　ここでは，これらのスイッチング電源用に使える高
速ダイオードの選び方を紹介します．
● 発熱の大きさがわかる二つのスペック
　ダイオードを選ぶときは，耐電圧（逆方向電圧：
VR）や，定格電流（平均整流電流IO）のほかに，損失に
関わる次の二つの特性に着目します．
①順方向電圧降下VF
　ダイオードの特性を示す重要なパラメータに順方向
電圧降下（VF）があります．一般整流ダイオードでは
VFは耐電圧や定格電流によって異なりますが，だい
たい0.6～2.0 Vの間です．耐電圧が高いものほどVF
は大きくなり，同じ電流であれば定格電流が大きいも
のほど小さくなります．
②逆回復時間trr
　ダイオードが導通状態から逆バイアスがかかって電

流が遮断されるまでの時間です．trr が短いほど損失
が少なくなり発熱しにくいです．
　DC－DCコンバータなどのスイッチング電源では数
十k～数百kHzという高周波でON/OFFを繰り返し
ます．この発振周波数に十分ついていける高速の整流
素子が必要です．例えば100 kHzで発振しているスイ
ッチング電源の場合，1サイクルは10μsに過ぎず，
このときのデューティを50％とした場合，ON時間
OFF時間とも半分の5μsです．一般整流ダイオード
のtrr は，一般に1μ～十数μsと長いです．100 kHz
でスイッチングしている回路では，電流を完全に遮断
する前に次の導通期間に入り，電流が常に流れ続けま
す．これだとスイッチング電源の整流素子として使用
することはできません（図1）．
　1S4148に代表される小信号ダイオードは，数nsと
スイッチング周期に対して十分短い逆回復時間ですが，
定格電流が100 m～1 Aとスイッチング電源に搭載す
るには不足です．
　スイッチング電源の整流素子には，ファスト・リカ
バリ・ダイオード（FRD：Fast Recovery Diode）やシ
ョットキー・バリア・ダイオード（SBD：Schottkey 
Barrier Diode）と呼ばれる高速整流素子を使います．
● 高速整流パワー・ダイオード①「ファスト・リカ
バリ・ダイオード」
　一般整流ダイオードと同じPN接合による整流素子
ですが，半導体に重金属を配合するなどしてtrrを改
善し，高周波整流に適した仕様としたダイオードです．
trrは20 n～200 nsと格段に短いです．耐電圧は100～
1000 Vと一般整流ダイオードとほぼ同じです．VFは
0.9 V～3.0 Vとやや高いです．
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